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２０２４年２月 全国百貨店売上高概況 
２０２４年３月２５日 

Ⅰ．概 況  
 

１．売上高総額        ４，３２９億円余 

２．前年同月比（増減率）１４.０％（店舗数調整後／２４か月連続プラス） 

３．調査対象百貨店   ７１社 １７７店 （２０２４年１月対比－１社３店） 

４．総店舗面積     ４,６１５,９０１㎡ （前年同月比：－３.２％） 

５．総従業員数     ５０,３２７人 （前年同月比：－５.４％） 

６．３か月移動平均値   7-9月 ９.８％、8-10月 ８.８％、9-11月 ７.５％、 

（店舗数調整後）   10-12月 ６.２％、11-1月 ６.５％、12-2月 ８.２％ 

 

  ［参考］２０２３年２月の売上高増減率は２０.４％（店舗数調整後） 

【特 徴】 
２月の売上高は１４.０％増と前月より６.９ポイント上昇し、２４か月連続のプラスとな

った。２０１９年比でも６.３％増とコロナ前の実績を上回っている。 

春節商戦で活況だったインバウンドと高付加価値商材が牽引した他、中旬以降の気温上昇

で春物商材も動きを見せた。各社が企画し好評だったバレンタイン催事や物産展に加え、閏

年による営業日数増などプラス要因が重なり、入店客数も７.２％増と伸長した。 

顧客別では、インバウンドが、円安と春節休暇（２/１０～２/１７）による客数増から１７１.５％

増（２３か月連続）の４６９億円と、調査開始（２０１４年１０月）以来、過去２番目に高い数値（過去最高

は２０２３年１２月／４７７憶円）を記録した。売上高構成比で初めて１割を超えた（１０.９％）他、２０１

９年比でも４７.５％増と、８か月連続でコロナ前の実績を上回っている。国内市場も活況で

６.５％増（２４か月連続／シェア８９.１％）、２０１９年比も２.８％増とプラスを維持した。 

地区別では、インバウンドと高額商材が好調な都市（１０都市／２９か月連続）が、９地区で前年実

績をクリアし１８.１％増と高伸した。地方（１０都市以外の７地区）も６地区で前年実績を超え１.

８％増だった。 

商品別では、主要５品目のうち４品目（身のまわり品、雑貨、衣料品、食料品）で前年をクリアし、コロ

ナ前の実績も超えた。ラグジュアリーブランドなどの高額品や化粧品は、国内外ともに引き

続き好調で高い伸びを示した。主力の衣料品は、オケージョン需要の他、天候与件などから

春物衣料も動き、特に婦人服・洋品が伸長した。食料品はインバウンドやギフト需要もあり

好調に推移した。コロナ５類移行後、初のバレンタイン商戦は、顧客ニーズに即した各社の

多様な商品展開や、店頭でのイートインなどが好評で盛況だった。 

【要 因】 
    (1) 天 候 ： 気象庁発表「２月の天候」の特徴は以下のとおり（一部抜粋） 
    ◇冬型の気圧配置が長続きせず、また、南から暖かい空気が流れ込んだ時期もあったため、気温は東・西日本でかなり高

かった。降水量は西日本日本海側と西日本太平洋側でかなり多く、日照時間はかなり少なかった。また、東日本太平洋側

でも降水量が多く、日照時間がかなり少なかった。 

(2) 営業日数増減     ２８.５日（前年同月比 ＋０.９日） 

(3) 土･日･祝日の合計    １０日（  〃    休日１日増） 

  (4) 入店客数増減（回答店舗数で見る傾向値／前年同月比／有効回答数１０３店舗） 

     ①増加した：７０店、②変化なし：２３店、③減少した：１０店 

  (5) ２月歳時記（節分、バレンタインデー）の売上（同上／有効回答数７１店舗） 

     ①増加した：２６店、②変化なし：４４店、③減少した：１店 
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地　　　区 売上高(千円) 構成比（％）

 全 国 432 ,922 ,045 100 .0 14 .0 (　13 .8 )

10都市 336 ,402 ,490 77 .7 18 .1

札幌 13,441,153 3.1 26.6

仙台 5,498,061 1.3 10.1

東京 131,755,841 30.4 18.5

横浜 25,070,680 5.8 7.5

名古屋 31,760,637 7.3 17.2

京都 19,163,181 4.4 20.0

大阪 73,114,607 16.9 22.0

神戸 11,197,326 2.6 18.0

広島 6,246,365 1.4 -9.2

福岡 19,154,639 4.4 24.5

10都市以外の地区 96 ,519 ,555 22 .3 1 .8 (　1 .1 )

東北 3,999,676 0.9 -4.8

関東 42,716,028 9.9 0.1

中部 6,994,995 1.6 4.0 ( -1.6)

近畿 14,840,788 3.4 3.0

中国 7,909,440 1.8 6.3 (　1.8)

四国 4,719,861 1.1 3.5

九州 15,338,767 3.5 3.7

商　品　別 売上高(千円) 構成比（％）

総　　　　　　　額 432 ,922 ,045 100 .0 14 .0 (　13 .8 )

紳士服・洋品 20,300,128 4.7 7.7 (　7.5)

婦人服・洋品 78,978,734 18.2 20.4 (　20.1)

子供服・洋品 6,396,573 1.5 -2.6 ( -2.7)

その他衣料品 5,249,860 1.2 -0.2 ( -0.2)

衣　　料　　品 110 ,925 ,295 25 .6 15 .2 (　15 .0 )

身のまわり品 72 ,905 ,925 16 .8 24 .9 (　24 .8 )

化粧品 37,674,898 8.7 24.0 (　23.9)

美術・宝飾・貴金属 42,634,920 9.8 28.1 (　28.0)

その他雑貨 12,057,508 2.8 3.1 (　3.0)

雑　　　　　　貨 92 ,367 ,326 21 .3 22 .6 (　22 .4 )

家　　具 3,271,482 0.8 -4.4 ( -4.5)

家　　電 1,411,679 0.3 -8.7 ( -8.7)

その他家庭用品 8,676,146 2.0 0.0 ( -0.2)

家　庭　　用　品 13 ,359 ,307 3 .1 -2 .1 ( -2 .2 )

生　鮮　食　品 15,885,113 3.7 4.6 (　4.0)

　菓　　子　 47,278,460 10.9 4.8 (　4.6)

　惣　　菜　 23,831,029 5.5 4.7 (　4.3)

その他食料品 31,644,346 7.3 2.3 (　2.1)

食　　　料　　　品 118 ,638 ,948 27 .4 4 .1 (　3 .8 )

食　堂　　喫　茶 9 ,877 ,160 2 .3 10 .1 (　9 .7 )

サ　ー　　ビ　ス 3 ,705 ,357 0 .9 3 .0 (　2 .9 )

そ　　の　　他 11 ,142 ,727 2 .6 17 .9 (　17 .8 )

商　　　品　　　券 4 ,551 ,986 1 .1 0 .7 (　0 .5 )

全国百貨店　売上高速報 2024年2月
第１表　　地区別売上高

※店舗数調整後　（　）が調整前
対前年増減(-)率　(%)

※

　対前年増減(-)率　(%)

※

第２表　　商品別売上高

注)　構成比は計算処理上必ずしも100％にはなりません。商品券は総額に含まれません。また、商品券の構成比は、

   総額に対する比率です。本統計には消費税は含まれておりません。

注)　２０２３年２月より、北海道の１店舗を地区区分１０都市の札幌に合算しております。
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Ⅱ．地区別の動き  

 

   １.１０都市売上動向       １８.１％（２９か月連続プラス） 

   ２.１０都市以外の地区売上動向   １.８％（店舗数調整後／２か月連続プラス） 

 

 

【地区別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

地区 
売上前年比 

（増減率） 
寄与度 トレンド 

１０都市 １８.１ １３.６ ２９か月連続プラス 

札 幌 ２６.６ ０.７ ２４か月連続プラス                                                                         

仙 台 １０.１ ０.１ ５か月連続プラス 

東 京 １８.５ ５.４ ３０か月連続プラス 

横 浜 ７.５ ０.５ ４か月連続プラス 

名古屋 １７.２ １.２ ２９か月連続プラス 

京 都 ２０.０ ０.８ ２９か月連続プラス 

大 阪 ２２.０ ３.５ ２９か月連続プラス 

神 戸 １８.０ ０.４ ２４か月連続プラス 

広 島 －９.２ －０.２ ６か月連続マイナス 

福 岡 ２４.５ １.０ ２９か月連続プラス 

10 都市以外の地区 １.８ ０.５ ２か月連続プラス 

東 北 －４.８ －０.１ ６か月連続マイナス＊ 

関 東 ０.１ ０.０ ３か月ぶりプラス 

中 部 ４.０ ０.１ ５か月連続プラス 

近 畿 ３.０ ０.１ ８か月連続プラス 

中 国 ６.３ ０.１ ２か月連続プラス＊ 

四 国 ３.５ ０.０ ３か月連続プラス 

九 州 ３.７ ０.１ ２か月連続プラス 

   （注 1）北海道、東北、中国、九州については、２００６年１月からそれぞれ札幌、仙台、 

広島、福岡を１０都市に移行した。（２００５年までは６大都市） 

         

       （注 2）２０２３年２月より、北海道の１店舗を地区区分１０都市の札幌に合算した。 
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Ⅲ．商品別の動き  

 

主要５品目は家庭用品を除く４品目でプラスとなり、衣料品、身のまわり品、雑貨は二 

桁増となった。その他の品目は、化粧品が２４か月連続、美術・宝飾・貴金属が３７か 

月連続、菓子が３０か月連続でプラスとなった一方、子供服・洋品が２か月連続、家具 

が４か月ぶりにマイナスとなった。 

 

 

【商品別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

商品別 
売上前年比 

（増減率） 
寄与度 トレンド 

総額 １４.０ ― ２４か月連続プラス 

紳士服・洋品 ７.７ ０.４ ３か月ぶりプラス 

婦人服・洋品 ２０.４ ３.５ ２４か月連続プラス 

子供服・洋品 －２.６   －０.０ ２か月連続マイナス 

その他衣料品 －０.２ －０.０ ３か月連続マイナス 

衣料品 １５.２ ３.９ ２４か月連続プラス 

身のまわり品 ２４.９ ３.８ ２９か月連続プラス 

化粧品 ２４.０ １.９ ２４か月連続プラス＊ 

美術・宝飾・貴金属 ２８.１ ２.５ ３７か月連続プラス＊ 

その他雑貨 ３.１ ０.１ ３か月ぶりプラス＊ 

雑貨 ２２.６ ４.５ ２９か月連続プラス 

家具 －４.４ －０.０ ４か月ぶりマイナス 

家電 －８.７ －０.０ ２か月連続マイナス 

その他家庭用品  ０.０ ０.０ ２か月連続プラス 

家庭用品 －２.１ －０.１ ４か月ぶりマイナス 

生鮮食品 ４.６ ０.２ ２か月連続プラス＊ 

菓子 ４.８ ０.６ ３０か月連続プラス＊ 

惣菜 ４.７ ０.３ ２か月連続プラス＊ 

その他食料品 ２.３    ０.２ ２か月連続プラス＊ 

食料品 ４.１ １.２ ２か月連続プラス 

食堂喫茶 １０.１ ０.２ ２４か月連続プラス 

サービス ３.０ ０.０ ２か月連続プラス 

その他 １７.９ ０.４ ２３か月連続プラス 

商品券 ０.７ ０.０ １２か月ぶりプラス 

   （注）化粧品、美術・宝飾・貴金属、その他雑貨、生鮮食品、菓子、惣菜、その他食料品に 

     ついては２００６年１月から細分化した。 

 

 

 

お 問 い 合 わ せ は 、 日 本 百 貨 店 協 会  橘 ・ 長 柴  まで 

TEL 03-3272-1666   ホームページアドレス http://www.depart.or.jp 

 

 

 

 

http://www.depart.or.jp/

